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各イメージの因子分析結果は第 I報と非常によく 一致した。また影靭を及ぱしている要因では EPPS検壺の
「達成」「養護」「変化」の欲求度で，それらは進路選択の満足度とも関連かあ った。1年間の学年別変化では 1
年から 2年の時期が大きいことが明 らかとなった。進路選択に対する評価に影翡和を及ぼしている要因としては「科・























答を求め，それぞれの回答に 1, 2, 3, 4, 
5の得点を配した。 まだ性格検査としては表 3
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表 4 要因アイテム とカテゴリー
Q 1 :査格 がとれ る
Q2'収 入が 多い
Q3:人 のため に な る
Q4'典 味 がある
Q 5 :監 職
Q6'安定した職業
Q 7 自已の性格にあって いる
Q 8 ：学習した ことが生かせ る
Qg:研究 活 動 がてき る
QlO:専門的な仕 事
Qu:自己の学力にあって いる
Ql2:責 任 感のあ る仕 事
Ql3:一生続けられる


















類したものである。 I 8 




EPPS 1 達 成
EPPS 2 追 昇EPPS 3 秩
EPPS 4 顕 ホ
EPPS 5 自 律和
E P P S 6 親讐
EPPS 7 者認知
EPPS 8 f.;!i. 
EPPS 9 支 配
EPPS 10 内 罰
E P P S 1 従変 護
EPPS 12 化
EPPS 13 持 久
EPPS 14 異性愛















I I 科 学年 C 1 1 N 1年 47 
C 2 IN 2年 52 
C 3 IN 3年 50 
C 4 2 NI年 r3•-3 
C 5 2 N 2年 45 
I 2 受験時の進路 C 1 呑護職以外の進路も考えていた 81 
選択状況 C 2 石護職だけを考えていた 168 
I 3 家族，知人に CI いる 146 
石 がいるか C2 いない 103 
I 4 自分や家族の CI ある 222 
入院経験の有無 C2 ない 27 
I 5 現在の進路 CI 石・護婦職を選んでよか った 106 
選択の評価 C2 希護婦職を選んでよくなか った ， 
C3 わからない 134 
I 6 仕 事 の Cl 因子スコアー ＞0 5 74 
やりがい C 2 因子スコア― -0  5-0 5 114 
・"1-J ・ 定 度 C3 囚子スコアー <-0 5 61 
I 7 職業としての C 1 因子スコアー ＞0 5 76 
女ヽ止— 定 性 C2 囚子スコア― -0 5-0 5 12 
,1-,l . 定 度 C3 囚子スコアー <-0 5 61 
I 8 EPPS!逹 成 CI 85% ile以上（欲求度強） 21 
C 2 l6~84% !le（欲求1文中） 182 
C 3 15% ile以下（欲求度弱） 46 
I 9 EPPS2追 従 CI 85% lie以上（欲求／文強） 29 
C 2 16-84% ile（欲求／変 中） 183 
C 3 15% ile以下 （欲求度弱） 37 
I 10 EPPS 3秩 Iヤ Cl 85% Ile以上（欲求／父強） 16 
C 2 16-84% ile（欲求／変 中） 187 
C 3 15% Ile以下 （欲求度弱） 46 
I 1 EPPS 4顕 示 Cl 85% ile以上（欲求度強｝ 100 
C 2 16~84% ile（欲求度 中） 142 
C 3 15% ile以―ド（欲求度弱｝ 7 
I l2 EPPS 5 1'1 律 Cl 85% ile以上（欲求度強） ， 
C 2 16-84% !le（欲求度中） 177 
C 3 15% Ile以下 （欲求度弱） 63 
I 13 EPPS 6親 和 Cl 85% Ile以上（欲求度強） 74 
C 2 16-84% ile（欲求度 中） 157 
C 3 15% ile以下 （欲求度弱） 18 
I 14 EPPS i他者認知 C I 85% ile以上（欲求度強） 37 
C 2 16-84% Ile（欲求／変中） 166 
C 3 15% Ile以下 （求欲度弱） 、16
I 15 EPPS 8求 護 CI 85% ile以上（欲求度強） 54 
C 2 16~84% ile（欲求度中） 172 
C 3 l5% ile以下（欲求度弱） 23 
I 16 EPPS 9支 配 CI 85% ile以上（欲求度強） 27 
C 2 16-84% Ile（欲求度中） 189 
C 3 l5% ile以下（欲求度弱） 33 
I 17 EPPS!O内 i!,j C 1 85% ile以上（欲求度強） 43 
C 2 l6~84% ile（欲求度中） 178 
C 3 15% ile以下（欲求度弱） 28 
l 18 EPPS! 1 ¼' 護 C1 85% de以」：（欲求度弛） 71 
C 2 16-84% ile（欲求度中） l4l 
C 3 15% ile以下（欲求度弱） 37 
I 19 EPPS12変 化 CI 85% ile以上（欲求度強） 84 
C 2 16-84% ile（欲求度 lI) 151 
C 3 l5% de以下（欲求度弱） 14 
I 20 EPPS13持 久 C1 85% ile以上（欲求度強） 15 
C 2 16-84% ile（欲求度 中） 165 
C 3 15% ile以下（欲求度弱） 69 
I 21 EPPSl4異性愛 CI 85% tie以」＿．（欲求度強） 80 
C 2 16-84% ile（欲求度 中） 154 
C 3 15% ile以下（欲求度弱） 15 
I 22 EPPS!5攻 繋 CI 85% il e 以」•（欲求度強） 43 
C 2 16-84% ile（欲求度中） 185 
C 3 15% tie以下 （欲求度弱） 21 
I 23 「やさしさ・ C 1 I村子スコアー ＞0 5 63 
あたたかさ 」 C 2 囚子スコア― -0 5-0 5 I 16 
」!-じl． 定 度 C3 囚子スコアー <-0 5 70 
I 24 「仕 事 の CI l/;J子スコアー ＞0 5 93 
きぴしさ」 C 2 因子スコア― -0 5-0 5 87 
—‘1-'J ” 定 度 C3 子スコアー <-0 5 69 
t検定を用いた。











②，③，④，⑤の回答にそれぞれ 5,4, 3, 
2, 1の得点を配した）を求めた成鎖を表5-1に
示す。
表 5 看護婦イメー ジの因子負荷量





第一因子 2 冷た し‘ -0 63 3 41 17. I 
「やさしさ ・
12気 が きつ い -0 64 
15やさ し い 0 56 
あたたかさ」
I 7 笑 船の 0 54 
18.慈地 悪な -0 63 
19.あたた かい 0 61 
第-l月子 3 韮労 働 0 61 2 48 29 5 
「仕事のき
4 体力 が あ る 0 60 
5 判断力がある 0 46 
ぴしさ」
8 忙 し し‘ 0 54 
11大変 な 0 57 
13 買任感がある 0 49 
20知 識 がある 0 46 
第二 I刈子• l 美 し 9ヽ 0.47 l 1 35 0 
6 か わいい 0.44 
「知的PI.I'’1性」 7 冷静 な 0 34 
9 科学的な 0 41 
10 碩がよ い 0 55 
14 紫 敏 な 0 55 
16.健康 な 0 27 
























表 6 穀業イメ ージの因子負荷量





第一囚子 3 人のためになる 0 67 4 57 22 9 
4 典味がある 0 60 
「仕事のや
5 聖職 0 54 
7 l'i已の性格にあっている 0、15
りがい」
8 学判したことがいかせる 0 65 
9 研究活動ができる 0 4l 
1 !'I已の学力にあ っている 0 32 
12 ,'1任惑のある仕事 0 51 
15 人の世話ができ る 0 65 
17 社会に貢献できる 0 62 
第二囚0（- I fl.格がとれる 0 53 I 73 31 6 
2 収人が多い 0 36 
＂迂棠として
6 安定した殿業 0 62 
10. 1,i-1"1的なU:ilI 0 58 
の安定性」
13 一生絞けられる 0 42 
14 窃い地位につける 0 47 
16 n立できる 0 41 
18 器械相手でない 0 25 
19 離ねしても i1f就戟できる 0 63 
20 将米付がある 0 6l 
表 6-1 職業イメージの因子別平均得点
例数 1平均値 士標準偏姿 I t 検 定
二第二因子 251 












さしさ • あたたかさ 」 のイメージには I 1, 5, 
6, 18, 19. 21が彩靭を及ほしている。第二因
子の 「仕事のきびしさ」のイメージには I3, 


















要 因 カテゴリー 重み値
｛扁オ1]関 重 み値の
1系彩[ レ ン ジ
I 1 C 1 0 36 0 28 0 65 
C 2 0 12 
C 3  - 0 30 
C 4 0 05 
C 5 - 0 23 
I 5 C 1 0 13 0 14 0 23 
C2  0 01 
C3  - 0 10 
I 6 C 1 0 20 0 24 0 53 
C2  0 05 
C 3  ~ 0.34 
I 18 C 1 0.11 0.10 0 17 
C 2 - 0 07 
C 3 0.05 
I 19 C 1 - 0.14 0.18 0 43 
C Z  0.11 
C 3 - 0.33 
I 21 C 1 - 0.04 0.12 0 39 
C 2 - 0.02 
C 3  0.35 
表7-2 諸要因の看護婦イメージ第 2因子得点に及ぽす影響
要 因 カテゴリー 印み値
イ屈オ且1及J 重み値 の
イ系 奨[ レ ンジ
I 3 C 1 - 0 08 0 11 0 19 
C 2 0 11 
I 6 C 1 0 27 0. 21 0 43 
C 2 - 0 08 
C 3  - 0.17 
I 7 C 1 0 36 0.28 0 54 
C 2 - 0 15 
C3  - 0 18 
I 8 C 1 - 0.50 0.22 0 76 
C 2 - 0 01 
C 3  0 26 
I 19 C 1 0 09 0 12 0 45 
C Z  - 0 02 
C 3 - 0.36 
表7-3 諸要因の看護婦イメージ第 3因子得点に及ぼす影響
要 因 カテゴリー 軍み値
仕閥[I|JlJ 重 み1i0.(7)
｛系 邸［ レ ン ジ
I 1 C 1 - 0 28 0 24 0 56 
CZ  0 03 
C3  - 0 13 
C 4 0 10 
C5  0 29 
I 4 C 1 ~ 0 03 0.12 0 27 
C 2 0 25 
I 5 C 1 0.21 0.23 0 53 
C 2 - 0.32 
C3  - 0.14 
I 6 C 1 0 31 0 39 0 84 
C 2  0 09 
C 3 - 0 54 
I 7 C 1 0 13 0 24 0 44 
C 2 0 08 
C3  - 0 31 
I 10 C 1 - 0 30 0 14 0 44 
C2  - 0 01 
C 3 0 14 
I 13 C 1 - 0 06 0 13 0 32 
C2  0 06 
C3  - 0 26 
I 14 C 1 0 18 0 11 0 24 
C 2 - 0 02 
C 3 - 0 06 
I 20 C 1 - 0 56 0 19 0 62 
C 2 0 06 
C 3 - 0 02 
表8-1 諸要因の職業イメ ージ第 1因子得点に及ぼす影薯
要 因 カテゴリー 巫 み値
1扁木11具l 重み1直の
1系 彩（ レン ジ
I 1 C 1 0.07 0 20 0.48 
C2  0 08 
C3  0 06 
C 4 0 11 
C5  - 0 36 
I 2 C 1 - 0 13 0 11 0 20 
C 2 0 06 
I 5 C 1 0 26 0 27 0 87 
C 2 - 0 61 
C 3 - 0 17 
I 8 C 1 0 25 0 10 0 36 
C 2 0 00 
C 3 - 0 12 
I 9 C 1 - 0 18 0 11 0 23 
C 2 0 05 
C 3 - 0 13 
I 12 C 1 - 0 34 0 14 0 51 
C 2 - 0 05 
C 3 0 18 
I 15 C 1 - 0 19 0 13 0 25 
C 2 0 07 
C 3 - 0 05 
I 18 C 1 0 06 0.11 0 29 
C 2 0 03 
C 3 - 0 23 
表8-2 諸要因の看護婦イメージ第 2因子得点に及ぽす影響
要 因 カテゴリー 重み値
イ扁札I具J 軍み値 の
係 数 レンジ
I 1 C 1 - 0 06 。̀11 0 27 
C 2 - 0 04 
C 3 0 04 
C 4 - 0 09 
C 5 0 18 
I 2 C 1 a 13 0.10 0 19 
C 2 - 0 06 
I 4 C 1 0 05 0.17 0 47 
C 2 - 0 42 
I 5 C 1 0 12 0.13 0 33 
C 2 0 22 
C 3 - 0 11 
I 11 C 1 0 09 0.14 0 72 
C 2 - 0 04 
C 3 - 0 62 
I 12 C 1 - 0 43 0.15 0 50 
C 2 0 08 
C 3 - 0 15 
I 15 C 1 0 19 0 18 0 65 
C 2 0 00 
C 3 - 0 46 
す。第一因子 「仕事のやかい」のイメージには，
I 1, 2, 5, 8, 9, 12, 15, 18が影梱して
いる。 I 2の進路選択を看護職だけに希望して








看隈婦と看護職のイメ ージに影響を及ぼす諸要因 (I報） 57 














ジでは第一因子では 1N 1年から 2年の間と ，
2 N 1から 2年の間に有意差がみられた。第二
因子では変化がなく ，第三因子では 1N 1年か
ら2年の間に有意差がみられた。職業イメージ
では第一因子の 2N 1年から 2N 2年にのみ有
意差かみられた。
表 9 看護婦イメ ージの 1年後の変化
年度 （学年） 例数 平均値士標禅偏副 t検定
第一因子 I'90(1N 1) 
48 
3 81土o60 I 
＊ ＊ 
'91 (1 N 2) 3 65土 058 
'90(2 N 1) 3 51士051 
44 ＊ ＊ 
'91(2 N 2) 3 27士042 
第三因子 I'90(1N 1) 3 71土 044 
45 ＊ 
'91 (1 N 2) 3 86土 052 
* p < 0 05 * * p < 0 01 
表10 職業イメ ージの 1年後の変化
IJ数平均値 ＋標準偏差 t検定
3 80士054 











ど肯定度が強いといえる。 I 1, 6, 9, 13, 
表11 現在の進路選択に対する評価に及ぼす諸要因の影響
要 因 カテゴリー 重み値
偏相関 重み値の
係数 レ ン ジ
I 1 C 1 0 40 0 30 0 83 
C 2 -0 20 
C 3 0 01 
C 4 0 18 
C 5 -0 43 
I 6 C 1 0 06 0 11 0 24 
C 2 0 06 
C 3 -0 18 
I 9 C 1 0 19 0 17 0 52 
C2 0 04 
C 3 -0 34 
I 13 C 1 -0 16 0 12 0 24 
C2 0 07 
C3 0 08 
I 16 C 1 0 26 0 13 0 32 
C2 -0 06 
C3 0 13 
I 19 C 1 0 12 0 12 0 44 
C2 -0 04 
C3 -0 32 
I 20 C 1 0 77 0 22 0.83 
C 2 -0 05 
C 3 -0 05 
I 24 C 1 -0.14 0 13 0.25 
C 2 0 06 
C 3 0.11 
I 25 C 1 0 36 0 26 0.65 
C 2 -0 03 
C 3 -0 29 
表12 「看護職を選んでよかった」と回答した1年後の
変化
年 度 学 年 例数 ％ x2検定
'90年 1 N 1 23 47 9 
'91年 1 N 2 16 
ns 
33 3 
'90年 1N2 20 44 4 
11S 
'91年 1 N 3 17 37 8 
'90年 2 N 1 29 67 4 
＊ ＊ 
'91年 2 N 2 7 16 3 
** :p<0.01 ns: >0.05 
16, 19, 20, 24, 25か影闊を及ぱしている。 I 




































































































































6) A. L. ADwards.肥田直訳，EPPS性格検査の
手引 (1970)日本文化科学社
7)永田忠夫，看護婦という職業を選択した要因に
ついて，愛知県立看護短期大学紀要13号， 65-
75 (1975) 

